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第一部 沿革等
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UMIN設立と国立大病院UMIN設立と国立大病院 （１９８９年）

⇒UMIN事始めの状況は、開原先生の記念講演で！

データベース、アプリケーションソフトを共同利用

情報資源のコストを国立大病院全体として削減

UMINセンター

学術情報網（N1ネットワーク）

A大学 B大学 C大学 D大学 E大学 F大学 G大学
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UMINの目的UMINの目的

１ 最新の医学・医療情報の提供 １ 研究１．最新の医学・医療情報の提供

２．医学・医療上の交流の支援

１．研究

３．大学病院共通の作業の共同化

４ 医学研究の情報支援
２．教育・研修

４．医学研究の情報支援

５．データ標準化及び諸統計の収集

３ 診療６．医学教育及び臨床研修の情報支援

（H15年追加）

３．診療
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第一世代（１９８９ー２００４）第 世代（１９８９ ２００４）
ー大型汎用機・N1ネットワーク

・N1閉域網（安全⇔国立大学病院のみで利用可）・N1閉域網（安全⇔国立大学病院のみで利用可）
・端末が少ない
・Bitnet電子メール・Bitnet電子メ ル
・文字しか扱えない
・マウスが使えない・マウスが使えない
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第ニ世代（１９９４－１９９６）第 世代（ ）
ーインターネット・Gopher

・インターネット（危険⇔どこでも使える）
端末が多い・端末が多い
・Internet電子メール
文字しか扱えない・文字しか扱えない
・マウスが使えない
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第三世代（１９９６年－）第 世代（ 年 ）
ーインターネット・WWW

・インターネット（危険⇔どこでも使える）
端末が多い・端末が多い
・Internet電子メール
ルチメデ ア・マルチメディア

・マウスが使える
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ＵＭＩＮ利用登録資格のＵＭＩＮ利用登録資格の
変遷変

１）大学・大学院・大学病院等の教職員・学生

２）学会に所属して研究活動を行っている研究者
⇒インターネットサービス開始時に追加（１９９４年）
３）非営利機関に勤務して、
学術情報の取り扱い（図書室、学会誌編集等）または
医学研究の支援（データ管理等）を業務としている方医学研究の支援（デ タ管理等）を業務としている方

⇒インターネット医学研究データセンター（INDICE）開始時追加（２０００年）
４）臨床研修指定病院等において、
臨床研修を行う方 及び臨床研修を行う方、及び
これの指導または関連業務を行う方

⇒オンライン臨床研修評価システム（EPOC）開始時に追加（２００４年）
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⇒オンライン臨床研修評価システム（EPOC）開始時に追加（２００４年）



利用統計（１）利用統計（１）
登録者数 約３０万名

300000

350000

250000

日本消化器病学会150000

200000

日本消化器病学会

日本循環器学会

日本脳神経外科学会
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150000

日本脳神経外科学会
50000
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利用統計（２）利用統計（２）
月間ＷＷＷアクセス 約５千万頁/ビュー
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第二部 現状第二部 現状
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ＵＭＩＮの組織（１）ＵＭＩＮの組織（１）

国立大学附属病院長会議
東京大学

国立大学附属病院長会議

常置委員会

医学部附属病院
大学病院医療情報ネットワーク

（UMIN）協議会
会長 五十嵐徹也（筑波大学）会長 五十嵐徹也（筑波大学）

大学病院医療情報ネ ト ク大学病院医療情報ネットワーク

研究センター（通称：ＵＭＩＮセンター）
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ＵＭＩＮの組織（２）ＵＭＩＮの組織（２）

国立大学附属病院長会議常置委員会国立大学附属病院長会議常置委員会

大学病院医療情報感染対策協議会 医療安全管理協議会
ネットワーク（UMIN）
協議会

事務事務 事務局
東京大学医学部附属病院
大学病院医療情報ネット
ワークセンター

事務局
名古屋大学医学部附属病院
中央感染制御部

事務局
大阪大学医学部附属病院
中央リスクマネージメント部
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ＵＭＩＮの組織（３）ＵＭＩＮの組織（３）

国立大学附属病院長会議常置委員会

大学病院医療情報ネットワーク（UMIN）協議会

利用機関代表委員（教員 事務員各１名）

ＵＭＩＮセンター
利用機関代表委員（教員・事務員各１名）

１２医科大学病院、１歯科大学病院 事務小委員会

専門分野代表委員
薬剤 看護 検査 臨床研究・治験等
教育研修 医療安全 感染制御 歯科

薬剤小委員会

看護小委員会

各大学病院の担当者
その他
国立情報学研究所、東大情報基盤センター、ＵＭＩＮセンター
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UMINUMIN
トップページ

サービス一覧

主要サービス
新着情報

リンク集
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現行サ ビス 覧現行サービス一覧

研究 教育 総合研究 教育 総合

情報提供・検索

http://www.umin.ac.jp/research/ http://www.umin.ac.jp/education/ http://www.umin.ac.jp/multi-purpose/

医療・生物学系リンク集
医療用語集

AC -学会情報
ELBIS -医療・生物学系電子図書館
FIND -各種助成等公募情報
INDICE インターネット医学研究データセンター

Web-QME  -オンライン医学教育評価システム
SUPERCOURSE -オンライン講義集
VHP –人体画像データ集
EPOC -オンライン卒後臨床研修評価システム

診療 大学病院業務

情報提供支援

医療用語集
医学研究機関・医療機関データベース

一般公開ホームページサービス
会員制ホームページサービス

INDICE -インターネット医学研究データセンター
ROCOLS -教職員・学生公募情報
CTR –臨床試験登録システム

EPOC  -オンライン卒後臨床研修評価システム
Debut －オンライン歯科卒後臨床研修評価システム

診療 大学病院業務

情報交流支援

http://www.umin.ac.jp/practice/ http://www.umin.ac.jp/uhosp/
永久保存ホームページサービス
VOD動画像配信サービス

電子メール
メーリングリスト開設

中毒データベース(山口大学）
HIV感染症マニュアル（北海道大学）
医薬品添付文書デーベース
服薬指導デ タベ ス（金沢大学）

文部科学省文書広報システム

国立大学病院関係医事紛争記録集

高度先進医療申請データ集 メ リングリスト開設
ニュース
電子会議室
ファイル交換システム
オンライン投票システム

服薬指導データベース（金沢大学）
薬剤情報提供データ（北海道大学)
医療材料データベース
標準看護計画（香川医科大学）

各種業務担当者・委員会等名簿

各種役職指定・業務指定ＨＰ及びML
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日本の医学・医療系研究者のための日本の医学 医療系研究者のための
共有情報資源

(1)研究者個人 (2)研究室・診療科等 (3)研究グループ (4)研究教育機関 (5)学術団体等１ 誰が (1) 研究者個人、(2) 研究室・診療科等、(3) 研究グループ、(4)研究教育機関、(5)学術団体等

２. 何のために (1)研究、(2)教育、(3)診療、(4)病院業務等

１. 誰が

３ どんな情報システム資源を使えるか？３. どんな情報システム資源を使えるか？
ＵＭＩＮサーバ 保守管理・バックアップ

ＩＤ発行・管理、再発行ＵＭＩＮ ＩＤ

各種ソフトウエア

各種情報・データベース

ＵＭＩＮソフト

ＵＭＩＮデータ

ＵＭＩＮのＤＢ
検索システム
（一般公開） 利用者開設

一般公開HP
利用者開設
会員制HP

臨床・疫学
研究Ａ

利用者データ

学会演題
登録UMINデータ

ＵＭＩＮのＤＢ
検索システム
（登録者専用）

臨床・疫学
研究Ｂ

利用者データ

UMINサーバ
UMIN ID

UMINソフト

UMINサーバ

利用者データ
利用者データ

UMINデータ
般公開HP 会員制HP 利用者デ タ

UMIN IDUMIN ID

UMIN サーバ

利用者データ

UMINソフト

登録

UMINソフト

UMINサーバ

UMINデ タ

UMIN ID

UMINサーバ

利用者デ タ

UMIN ID
利用者ソフト

UMINサーバ UMINサーバ
UMINソフト

UMIN ＩＤ（約３０万人分）の意義
１．アクセス制限： Ａ学会の会員だけ、Ｂ研究参加者だけ
２．購入申込み： 雑誌購読、学会参加

１．本人承諾の上でのＩＤ発行

２ パスワ ドの紛失等の対応

ＩＤの発行・管理の難しさ
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３．データ収集： 臨床・疫学研究、臨床研修評価、医学教育評価２．パスワードの紛失等の対応



システム運用開発の方針１システム運用開発の方針１
利用者中心主義

１）利用者との関係の重視

利用者 ＵＭＩＮ各委員会の着想 要望の重視・利用者・ＵＭＩＮ各委員会の着想・要望の重視
⇒過去の要望による開発例：オンライン演題登録、教職員公募システム等

・開発のパートナーとなる利用者とのよい協力関係開発のパ トナ となる利用者とのよい協力関係
⇒研究、教育、診療、病院業務という幅広いサービス

２）誰でも便利に使える安定したシステム

・ＷＷＷブラウザの種類・バージョンが違っても使える。
（システム更新は、４-５年に一度）

・遅い回線でも使える。

・ＵＭＩＮ予算≠研究費： 不安定な新しい技術による実験的ソフト×
＊研究のオリジナリティ ⇒技術の新しい使い方・新しい事業モデル
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・ＵＭＩＮ予算≠ 研究費： 不安定な新しい技術による実験的ソフト×



システム運用開発の方針２システム運用開発の方針２
共同利用を強く意識ーSaaSの概念の先取り

＜複数の団体・多数の個人利用者＞

１本のプログラム、１台のサーバを全国の多数の団体・個人が共同利用
⇒ 非常に効率的⇔ ソフト開発が難しい。

１ 共同利用に配慮した設計
オンライン演題登録 インターネット医学

研究データセンター
日本循環器学会
日本消化器病学会
他約５００学会

J-CAD（虚血性心疾患疫学）
UCAS-J（脳動脈瘤疫学）
他約１３０研究プロジェクト

⇒１本のソフトが利用団体により違う動作、 異なる画面

⇒他の団体が使いそうな機能・項目等は事前に考慮

１．共同利用に配慮した設計

他約 学会 他約 研究 ジ ク

２．運用開始後の機能向上・修正を重視 機能向上
バグ修正

運用開始までの開発（＝新規開発）

１．通常のソフト開発（特定施設用）

＊共同利用に配慮した設計⇒要望は原則実現⇒統合化

運用開始までの
開発（≠新規開発）

機能向上
バグ修正

２．ＵＭＩＮのソフト開発（共同利用）⇒各団体・利用者の要望の調整、優先順位

バグ発見 統合
＊共同利用に配慮した設計⇒要望は原則実現⇒統合化

Ver. 2.11S Ver. 3.00Ver. 2.12S

発見 統合

統合
要望Ａ 要望Ｂ バグ発見 要望Ｃ 要望Ｅ

要望Ｄ例
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システム運用開発の方針３ 指紋認証入室システム運用開発の方針３
セキュリティの確保

指紋認証入室

○ 物理的侵入対策
１）センターへの指紋認証による入室
２）４箇所の監視カメラ
・動くものを検知するとライトが点灯し、自動的に録画
毎朝 当番のエンジ アが録画内容を確認

監視カメラ
・毎朝、当番のエンジニアが録画内容を確認

○ ネットワーク侵入対策
１）ファイアウォール（インターネット医学研究センターは、二重に設置）
２）プログラムのセキュリティホールが判明した時点で直ちに対策２）プログラムのセキュリティホ ルが判明した時点で直ちに対策
３）侵入検知システムによるモニターリング
４）サーバ負荷・ネットワークデータ転送量の随時確認

５）外部機関（東大情報基盤センター）による定期的なセキュリティチェック

○ データバックアップ
１）毎日バックアップを採取
２）毎週全バックアップデータ（暗号化済）を九州へ書留郵便で送付
（火事・地震でＵＭＩＮセンターが崩壊しても１週間前のデータは残る）

バックアップ
テープ

（火事 地震でＵＭＩＮセンタ が崩壊しても１週間前のデ タは残る）
３）古くなったバックアップテープは、専門の業者に依頼して、消磁処理

○ 通信の暗号化
１）IDとパスワードを使うWeb通信の暗号化

と 立大学病院 安全な 暗号ネ ク

九州にバック
アップテープ送付
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２）UMINと国立大学病院間の安全な汎用暗号ネットワーク（ＵＭＩＮ ＶＰＮ）



主要サービス（１） オンライン演題登録システム

概要概要
⇒事始めの状況は、矢崎先生の記念講演で！

UMINオンライン
演題登録システム

UMINセ タ

演題・抄録新規登録

演題登録シ テ
演題・抄録システム作成UMINセンター

録 規 録

演題・抄録訂正
一般学会員

演題・抄録確認

一般学会員
演題・抄録システム

演題・抄録検索

一般学会員

学術集会事務局

演題 抄録システム
運用
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学術集会事務局
医学・医療研究者



主要サービス（１） オンライン演題登録システム要サ （ ） オンライン演題登録シ テ

目的

第１．抄録データベース作成

医学研究の推進医学研究の推進

→ 研究者のため、人類のため

第２．学術情報の電子化

学術情報電子化による省スペ ス化 管理コスト軽減学術情報電子化による省スペース化、管理コスト軽減

→ 納税者・研究者のため

第３．学会運営の合理化・省コスト化

学会 研究者のため
23

→ 学会・研究者のため



主要サービス（１） オンライン演題登録システム主要サ ビス（１） オンライン演題登録システム

利用状況ー利用学会数・学術集会数

500

600

400

500

300
利用学会数

利用学術集
会数

100

200 会数

0

1997 1999 2001 2003 2005 2007
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＊2008年度は、2008年12月30日現在の数字



主要サービス（２） オンライン演題登録システム

利用状況ー利用学会数・学術集会数
累積総登録数１２０万件、累積採択件数約１００万件

180,000

200,000

120 000

140,000

160,000

80,000

100,000

120,000

総登録件数

採択件数

40,000

60,000

0

20,000

1997 1999 2001 2003 2005 2007
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＊2008年度は、2008年12月30日現在の件数。



主要サービス（２） オンライン演題登録システム主要サ ビス（２） オンライン演題登録システム

利用学術集会拡大の理由

低コスト ・プログラムは１本
SaaS (Software as a Service)の概念を先取りSaaS (Software as a Service)の概念を先取り

高機能 ・データチェック、オンライン査読、検索、出版

使いやすさ ・使いやすく・わかりやすい
・インターネットオンライン登録自体が便利

運用体制 ・迅速な対応
・高い信頼性

公的機関 ・どの学会運営業者でも可
・ほぼ独占状態でも無料
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ほぼ独占状態 も無料



主要サービス（２） オンライン演題登録システム主要サ ビス（２） オンライン演題登録システム

オンライン演題登録システムの意義

電子化された書誌情報・抄録のＵＭＩＮへの集積
→世界に類例なし

１）すべての人が無料で使える検索システム

２）データフォーマットの標準化
（抄録集、CD-ROM作成に便利）
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主要サービス（２）インターネット医学研究データセンター（ＩＮＤＩＣＥ）

ＵＭＩＮセンター

究

サービスの概要

ＵＭＩＮセンタ

症例登録・割付
経過デ タ収集

ソフトウエア
パ ジ

イ
ン

経過データ収集 パッケージ
１）症例登録割付
システム
２）汎用医学研究

Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
提

セ
キ
ュ
リ
テ

利
用
者
管ン

タ
ー ホームページ

）汎用医学研究
データ収集システム

提
供
ハ
ー
ド

テ
ィ
管
理

管
理

ー
ネ
ッ

研究情報提供
ホ ムペ ジ
ホスティング
サービス

ド
ウ
エ
ア

ト 研究情報交換 メーリングリスト
管理システム
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主要サービス（２）インターネット医学研究データセンター（ＩＮＤＩＣＥ）

資源共有による
経費削減と信頼性・セキュリティの向上

１）ハードウエアの共有
２）ソフトウエアの共有

研究経費の削減 ３）運用管理集中化 システム信頼性向上
セキュリティの向上
IDの共用

利点

新しい形態の臨床・疫学研究データセンター一般的な臨床・疫学研究データセンター

統計家 統計家

Ａ大学
医療検証センター

Ｂ大学
探索医療研究センター

Ｐ大学
治験センター

Ｑ地域癌研究グループ

・統計家・統計家 ・統計家
・データマネージャー

・統計家
・データマネージャー

ＵＭＩＮ

・統計家
・データマネージャー

・システム管理者
・オペレータ

・統計家
・データマネージャー

・システム管理者
・オペレータ

・システム管理者
・オペレータＣ研究所

臨床研究センター
国立Ｄセンター
臨床試験センター

ＵＭＩＮ

統計家 統計家

・統計家
デ タ ネ ジ

・統計家
デ タ ネ ジ

Ｒ研究所
臨床研究検証センター

Ｓ大学
臨床試験部

・統計家
・データマネージャー

・システム管理者
・オペレータ

・統計家
・データマネージャー

・システム管理者
・オペレータ
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・データマネージャー ・データマネージャー・オペレ タ ・オペレ タ



主要サービス（２）インターネット医学研究データセンター（ＩＮＤＩＣＥ）究

研究プロジェクト準備の手順

プロトコール作成 施設ＩＲＢの承認

参加名簿作成 ＵＭＩＮ ＩＤ発行 ＵＭＩＮ ＩＤ配布
運
用
開

研
究
プ

システム仕様策定 開発 テスト 修正

開
始
！

プ
ロ
ジ
ェ
ク

メーリングリスト準備

！ク
ト
英
字
略

メーリングリスト活用

ＨＰサーバ準備 ＨＰ作成

略
称
策
定
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ＨＰサ バ準備 ＨＰ作成定



主要サービス（２）インターネット医学研究データセンター（ＩＮＤＩＣＥ）

利用プロジェクト一覧
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主要サービス（２）インターネット医学研究データセンター（ＩＮＤＩＣＥ）

利用統計

累積登録症例数（約５５万名）累積・運用中研究プロジェクト数
140 600000

100

120

500000

80

運用中

累積運用実績 300000

400000

40

60

200000

0

20

0

100000
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主要サービス（２）インターネット医学研究データセンター（ＩＮＤＩＣＥ）

UCAS－INDICE初期における大規模プロジェクト
（世話人代表：桐野高明、端和夫、事務局：森田明夫）

⇒概要は、桐野高明先生の記念講演で！

循環器内科：J-CAD Study 虚血性心疾患の疫学研究
代表者永井良三（東大）

脳神経外科：UCAS Japan 脳動脈瘤の疫学研究
代表者 桐野高明（東京大学）・端和夫（札幌医科大学）
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主要サービス（３） 会員制ホームページＯＡＳＩＳ主要サ ビス（３） 会員制ホ ム ジＯＡＳＩＳ

概要

会員制ホームページ（プル型情報サービス）と
メ リングリスト（プ シ 型情報サ ビ ）がメーリングリスト（プッシュ型情報サービス）が
会員名簿と連動するシステム
を提供する とによりを提供することにより、
学会会員に総合的な情報サービスを提供できるシステム

会員制ホームページメンバー
自動更新

会員名簿

会員メーリングリストメンバー
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主要サービス（３） 会員制ホームページＯＡＳＩＳ主要サ ビス（３） 会員制ホ ム ジＯＡＳＩＳ

提供可能なサービス

１．HTML文書の掲載

２．UMIN提供ソフトの利用
会員名簿検索システム
電子掲示板

提供ソ 利用

電子掲示板
会員メーリングリストWebアーカイブ
専門用語集検索システム

オンライン演題登録システム
インターネット医学研究データセンター（INDICE）

35

究



主要サービス（４） EPOC主要サ ビス（４） EPOC
主要サービス（５） Debut

オンライン臨床研修評価システム オンライン歯科臨床研修評価システム
EPOC⇒田中教授の記念講演！ Debut⇒俣木教授の記念講演！
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第三部 将来的展望第三部 将来的展望
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このままではいつか破綻？このままではいつか破綻？
合理化？収益事業？

240000000

245000000

250000000

255000000

国からの運営費交付金

220000000

225000000

230000000

235000000

利用者 利用件数 215000000
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省力化？ 外部からのシステム作成
オンライン演題登録システム
インターネット医学研究支援センター（INDICE）

UMINセンター UMINセンター UMINセンター

打ち合わせ システム作成 システム運用

現在現在

学術集会事務局
研究事務局

学会員
研究参加医師

UMINセンター UMINセンター

将来

学術集会事務局 学会員学術集会事務局
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学術集会事務局
研究事務局

学会員
研究参加医師

学術集会事務局
研究事務局



省力化？ 外部からのシステム作成
オンライン演題登録システム
インターネット医学研究支援センター（INDICE）

メリット

１）直ぐに運用開始可能

２）システム運用数制限の大幅緩和
・小さな学術集会、小さな臨床研究にも対応可

・数千の学術集会、数千の臨床研究にも対応可

デメリット

１）複雑な運用の学術集会・臨床研究に対応できない

２）運用者側がシステム作成の方法を理解する必要性
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省力化？ 外部からのシステム作成
オンライン演題登録システム
インターネット医学研究支援センター（INDICE）

システム作成手順

UMINセンターお金のない
学術集会
研究プロジェクト 学術集会

自分で作成

UMINセンター

研究プロジェクト

ある程度お金のある
学術集会

研究事務局

業者に委託

学術集会
研究プロジェクト 学術集会

研究事務局
委託業者

自前のサーバお金のたくさんある
学術集会
研究プロジェクト 学術集会

業者に委託

委託業者
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研究プロジェクト
研究事務局

委託業者



収益事業？UMINの収益事業の性格（１）収益事業 の収益事業の性格（ ）

安定性

医学界のインフラの安定運用が目的

（医学界全体 利益）（医学界全体の利益）

収益自体は目的でない

（医学界のUMINへの信頼と好意を重視）（医学界のUMINへの信頼と好意を重視）

リ ク リタ ンローリスク ローリターン

（ノーリスク） （安定収益）
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収益事業？UMINの収益事業の性格（２）収 事業 収 事業 性格（ ）

企業を対象として想定

料金

大学

サービス提供
寄付

サービス

UMIN
大学
研究所
学会

企業
学会
研究グループ

料金

ビ

協力協力
企業サービス 企業
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収益事業？UMINと収益事業（１）収益事業？UMINと収益事業（１）
現在までのＵＭＩＮ

多数の魅力的なサービス 比較的安定した予算

国
・会員制ホームページ

営利企業

無償サービス

無償協力 大学
学会等

国
民
（納

・オンライン演題登録
・臨床・疫学研究支援
・学会情報
・教職員公募情報
・・・・・

営利企業

安定運用
拡大発展

サービス事業
・利用者中心
・共同利用

新しい開発研究
・利用者中心
・共同利用

納
税
者
）拡大発展

大量の利用者

・臨床研修評価・

医学教育評価

新しい活用法

要望
・医学関係３０万名

共同利用共同利用

社会貢献
・医学教育評価

・オンライン投票

・医学教育電子教材配信

・・・・・

要望 以上がUMIN IDを取得

・月間５千万ページ

ビュー以上のWeb利用
・利用者中心

医学の進歩等
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セキュリティ



収益事業？UMINと収益事業（２）収益事業？UMINと収益事業（２）
将来のＵＭＩＮの方向性

多数の魅力的なサービス 不安定な運営費交付金

国
・会員制ホームページ営利企業 有償サービス

無償サービス

無償協力 大学
学会等

国
民
（納

・オンライン演題登録
・臨床・疫学研究支援
・学会情報
・教職員公募情報
・・・・・

営利企業
利用料金

有償サ ビス

安定運用
拡大発展

サービス事業
・利用者中心
・共同利用

新しい開発研究
・利用者中心
・共同利用

納
税
者
）拡大発展

大量の利用者

・臨床研修評価・

医学教育評価

新しい活用法

要望
・医学関係３０万名

共同利用共同利用

社会貢献
・医学教育評価

・オンライン投票

・医学教育電子教材配信

・・・・・

要望 以上がUMIN IDを取得

・月間５千万ページ

ビュー以上のWeb利用
・利用者中心

医学の進歩等
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収益事業？UMINと収益事業（３）収益事業？UMINと収益事業（３）
今後の課題

１．運用上の問題

ビジネスモデル、組織の運用形態

２．法制度上の問題

３．関係者の合意

各大学、文部科学省、学会・研究グループ等の利用者
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収益事業？UMINと収益事業（４）収益事業？UMINと収益事業（４）
法制度上の課題

国立大学法人の枠組みで収益事業

教育・研究に附帯する業務である必要がある。

（業務の範囲等）
第二十二条 国立大学法人は、次の業務を行う。
一 国立大学を設置し、これを運営すること。
二 学生に対し、修学、進路選択及び心身の健康等に関する相談その他の援助を行うこと。
三 当該国立大学法人以外の者から委託を受け、又はこれと共同して行う研究の実施その他の当国立大学法
人以外の者との連携による教育研究活動を行うこと

四 公開講座の開設その他の学生以外の者に対する学習の機会を提供すること。
五 当該国立大学における研究の成果を普及し 及びその活用を促進すること五 当該国立大学における研究の成果を普及し、及びその活用を促進すること。
六 当該国立大学における技術に関する研究の成果の活用を促進する事業であって政令で定めるものを実施
する者に出資すること。

七 前各号の業務に附帯する業務を行うこと。
２ 国立大学法人は 前項第六号に掲げる業務を行おうとするときは 文部科学大臣の認可を受けなければな２ 国立大学法人は、前項第六号に掲げる業務を行おうとするときは、文部科学大臣の認可を受けなければな
らない。

３ 文部科学大臣は、前項の認可をしようとするときは、あらかじめ、評価委員会の意見を聴かなければならな
い。

４ 国立大学及び次条の規定により国立大学に附属して設置される学校の授業料その他の費用に関し必要な
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事項は、文部科学省令で定める。



終わり終わり

御清聴どうもありがとうございました御清聴どうもありがとうございました。
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